


適度な圧迫をかけることに
よって、静脈還流をサポート
することができます。

弾性ストッキングは安静時、
臥床時の下肢静脈還流をサポートします。

ATストッキングは、患者様の履き心地と
医療現場での使いやすさを両立した
弾性ストッキングです。

安静を強いられると
下肢の血流にうっ滞が起こります。

下肢の静脈還流を促すためには？
下肢の静脈還流を促すためにはいくつかの方法がありますが、

足首から大腿部に向けて段階的に圧を調節した弾性ストッキン

グの装着は静脈血の還流をサポートすることが知られています。

S ig e lらの研究*により、適しているといわれる圧迫圧は「足首

１８mmHg・ふくらはぎ１４mmHg・膝窩部８mmHg・大腿下部１０mmHg・

大腿中間部８mmHg」です。

* Sig el.B.,et al.;Arch.Surg .,110;171,1975
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注1：病院（療養病棟を除く。）又は診療所（療養病床に係るものを除く。）に入院中の患者であって肺血栓塞栓症を発症する
危険性が高いもの（結核病棟に入院中の患者においては手術を伴うもの、精神病棟に入院中の患者においては治療上必要
があって身体拘束が行われているものに限る。）に対して、肺血栓塞栓症の予防を目的として、必要な機器又は材料を用い
て計画的な医学管理を行った場合に、当該入院中1回に限り算定する。

注2：肺血栓塞栓症の予防を目的として行った処置に用いた機器及び材料の費用は、所定点数に含まれるものとする。
      （2022年4月現在　厚生労働省告示および関連通知より一部引用）

B001- 6「肺血栓塞栓症予防管理料305点」

保険情報

脚の太さと長さに対応するため、股下、膝下

の２タイプを用意。それぞれ、サイズと丈の

バリエーションを取り揃えているため、脚形

状に合った製品をお選びいただけます。

足底の観察穴の縁取り部を色分けし、長さを識別できます。また、膝元

および大腿部裏側にサイズ識別用の色のついたラインが入っています。

膝下の場合：
膝元を折り返した部分

股下の場合：
大腿部の裏側

踵をブルーゾーンに合わせて装着してください。
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販売名：ATストッキング
一般的名称：弾性ストッキング（JMDNコード：31724000）
医療機器分類：一般医療機器
医療機器届出番号：13B2X00187000002

1-24-1160 -0023

https: //www. sigmax-med. jp/

555001
555002
555003
555100
555101
555102
555103
555104
555200
555201
555202
555203
555204

 554101 ショートＳ 17.5cm～20.0cm 25.0cm～32.0cm 30.5cm～36.0cm  きいろ 
 554102 ショートＭ 20.0cm～22.5cm 32.0cm～37.0cm 33.0cm～38.0cm  しろ
 554103 ショートＬ 22.5cm～25.0cm 37.0cm～42.0cm 35.5cm～41.0cm あお  ピンク
 554104 ショートLL 25.0cm～27.5cm 42.0cm～47.0cm 35.5cm～41.0cm みどり
 554105 ショート3L 27.5cm～30.5cm 47.0cm～52.0cm 35.5cm～41.0cm むらさき
 554200 レギュラーＳＳ 15.0cm～17.5cm 23.0cm～30.0cm 31.0cm～36.5cm みずいろ 
 554201 レギュラーＳ 17.5cm～20.0cm 25.0cm～32.0cm 36.0cm～40.5cm きいろ 
 554202 レギュラーＭ 20.0cm～22.5cm 32.0cm～37.0cm 38.0cm～43.0cm  しろ
 554203 レギュラーL 22.5cm～25.0cm 37.0cm～42.0cm 41.0cm～45.5cm あお    　

しろ

 554204 レギュラーLL 25.0cm～27.5cm 42.0cm～47.0cm 41.0cm～45.5cm みどり
 554205 レギュラー3L 27.5cm～30.5cm 47.0cm～52.0cm 41.0cm～45.5cm むらさき

品番 長さ・サイズ
○足首周囲1 ○ふくらはぎ周囲2

適用範囲
○膝下長3

サイズの色分け
膝元 足裏

脚の太さと長さにフィットする広い適用範囲と充実のサイズ構成。


